
データ分析に基づく政策⽴案⼿法の導⼊
〜佐賀県データ利活⽤プロジェクト〜

第66回全国統計⼤会・統計データサイエンス活⽤セミナー
「地⽅公共団体における統計利活⽤表彰」 受賞者によるプレゼンテーション

１ データ利活⽤プロジェクトについて

２ 先⾏テーマの取組実績「９９さがネット」

３ 先⾏テーマの取組実績「肝炎受療促進」

４ ⼈材育成「統計データ利活⽤推進研修」

５ 組織の基盤づくり

Saga Prefectural Government



先⾏テーマでの取組

 ９９さがネットでのデータ分析

 肝炎受療促進でのアンケート分析

政 策 課

蓄積したノウハウをもって
⼈材育成（研修）を実施

データ分析に関する相談

統計分析課

総合計画の評価の仕組みに、
データ分析の視点を導⼊

県庁内でのデータ分析の基盤づくり

⽬指す姿
 経験や勘のみならず、データ利活⽤も
併せ持った業務遂⾏意識の浸透・定着

 様々なデータ利活⽤業務に対応できる
役割分担・連携体制の構築

【相談窓⼝】
・公的データの活⽤、案内
・統計的な解析⼿法
・アンケートの設計、構築 等 県庁各課

データ分析に基づく政策⽴案

ナレッジの蓄積

■取組の概要

写真提供：佐賀県観光連盟



■計画 概 要

H26(2014)年度 H27(2015)年度 H28(2016)年度 H29(2017)年度〜

３年間で、プロジェクトを計画

県庁内の
持続的な
取組へと

展開

基盤
づくり

先
⾏
テ
␗
マ
の
分
析

医
療

そ
の
他

肝炎受診促進
のためのアンケート

実施・分析

事例（ノウハウ）の蓄積

救急搬送のデータ利活⽤促進、施策の具体化

打ち⼿の
検討リーフ
レット配布

肝炎受診
促進の

効果検証

データ収集、分析 施策
検討

⼈材育成のための
研修の計画・検討 研修の開始・運⽤（⼈材育成）

オープンデータ(ルール整備、事例創出、データ公開)
オープンデータ
(事例創出)

総合計画の「施策・指標」の
設計⽅法を検討

総合計画の
評価の⾒直し



■佐賀県の救急搬送の状況

平均救急
搬送時間
(分)

佐賀県の平均救急搬送時間

2011.4.1
iPad導⼊

2011*

33.7

2009

34.3

2010

33.6

全国の平均救急搬送時間

2011

36.1

2009

37.4

2010

38.1

平均救急
搬送時間
(分)

年は暦年(1.1〜12.31) 出典は消防庁の「救急救助の現況」
* 2011年の救急搬送時間は、年度(4.1〜3.31) 出典は99さがネットデータ
(2011年1.1〜12.31における平均救急搬送時間は34.0分)

38.5

38.0

37.5

37.0

36.5

36.0

35.5
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2011年に救急⾞へのタブレット端末の配備と関係者の努⼒で、
平均搬送時間の短縮に成功した



■救急搬送の課題定義

平均救急
搬送時間
(分)

出動件数
年平均増加率
＝約1.5％ 年平均増加率

＝約2.1％

佐賀県の出動件数 佐賀県の平均救急搬送時間

2010*

*2010年は暦年(1.1〜12.31) 出典は消防庁の「救急救助の現況」
2011年以降は年度(4.1〜3.31) 出典は99さがネットデータ

34.3

2011.4.1
iPad導⼊
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しかし、2011以降は、再び増加に転じている



■救急搬送プロセス全体像

Saga Prefectural Government

そこで、システム改修で利⽤可能となった、
県独⾃のデータを活⽤した分析を開始した



定量的に分解することで、優先度の⾼い課題を特定

■業務・地区別の増加時間分析

Saga Prefectural Government



■優先課題への打ち⼿案(地区C)

Saga Prefectural Government

深掘りした分析結果を現場と共有し、打ち⼿の検討を⾏った

✤ 分析結果を現場と共有し、現場の声を基に、システム改修を図った

***
***
***
***
***

****
*****



データを⽤いることで、現場で⼀緒に議論しながら、
業務の改善することを⽬指す

■今後⽬指していく救急医療

⽬指す姿

現場

消防 医療

県

現 状

県

A
地区
消防
本部

個別案件の
フィードバック

個別案件の
フィードバック

B
地区
消防
本部

Ａ
地区
医療
機関

Ｂ
地区
医療
機関

消防 医療

地区MCでの課題検討⇒現場に活⽤されない

地区
消防
本部

地区
医療
機関現場の壁

Saga Prefectural Government



肝がん死亡率ワースト1からの卒業

過去の陽性者、検査で陽性だった患者が
治療まで結びついていない

■佐賀県の肝炎に関する課題

⽬的

現状

優先課題
の特定

佐賀県は肝がん死亡率ワースト1からの脱却が課題となっており、県の重点政策として取り組んでいる。

受療
（助成受給）

精密検査
未受診

未受療
（助成未申請）

ウイルス
検査陽性
ウイルス

検査陽性

【受検】 【受診】 【受療】

精密検査
受診 経過観察など経過観察など

約30%

約16%
約70%

課
題

約54% ※⽐率は県調査に
基づく推定値

CMなどの啓発活動で
検査受検率は増加

出典：佐賀県データ利活⽤プロジェクトの調査・分析成果および平成27年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（肝炎等克服政策研究事業）
効果的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステム構築のための研究（佐賀分科会）



肝炎治療の受療者/未受療者に対してアンケートを実施。
患者の意思決定プロセスにおける特徴を把握し、課題の深堀りにつなげる。

■患者アンケートに基づく意思決定プロセスの分析

未受療の患者さんの特徴

受療者に⽐べ、未受療者は
正しい情報を認識していない

場合が多い。

⾃然治癒する 治療費が⾼い

治療が必要 助成⾦により
⽉1〜2万×3か⽉

最終的な専⾨医の説明だけでなく
ウイルス陽性判明した初期段階から

医師の説明を受けていた。

受療患者さんの特徴

かかりつけ医 専⾨医肝炎
コーディネーター

ウイルスは消える？ 治療費が⾼そう

⽣活への影響副作⽤が⼼配
× ×

患者の不安

出典：佐賀県データ利活⽤プロジェクトの調査・分析成果および平成27年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（肝炎等克服政策研究事業）
効果的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステム構築のための研究（佐賀分科会）



■医療機関と連携したアクションの必要性

佐賀県の肝疾患治療の流れ

専⾨医 30機関
(三次医療機関、⼀部の⼆次医療機関)

2次医療機関（専⾨医以外）31機関

肝疾患ネットワーク
医療機関（262）

それ以外の医療機関
約478

佐
賀
県
医
師
会

登
録
医
療
機
関

︵
約
７
４
０
︶

佐賀県医師会登録医療機関の構成 ｳｲﾙｽ検査
陽性判明

精密検査
受診

精密検査
結果判明

検査後
受診 治療

別病院
紹介

別病院
紹介

*：「別病院紹介」は、
別の医療機関を紹介され、
受診したタイミングを指す。

 ⽬の前の医師の意⾒が、患者の受療意思決定にとって最も重要
どんなに効果的な新薬が出たとしても、医師からの適切な治療の説明（精密検査や治療内容、助成
制度等の正しい情報の提供、専⾨病院の紹介等）がなければ、患者が「治療しよう！」と意思決定
することは難しい。

 初期段階から患者を治療へ結びつける
患者が肝炎ウイルス検査陽性と分かった時点で 専⾨医だけでなく、かかりつけ医も含めた医師からの
説明が効果⼤。かつ必要に応じて専⾨医療機関へ紹介することで患者を治療までつなげることが重要。

術前検査、妊婦健診等
で陽性が判明

1次医療機関
（かかりつけ医）

201機関

別病院紹介
出典：佐賀県データ利活⽤プロジェクトの調査・分析成果および平成27年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（肝炎等克服政策研究事業）

効果的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステム構築のための研究（佐賀分科会）



■医師による患者説明⽤資材の作成

 肝炎治療は、正しい認識から
新薬により、今までの肝炎治療の“つらい”、“めんどう”は軽減されている。
治療費助成制度はいつまで続くか不明確。患者が「今、肝炎治療をしよう」と思ってもらえるように
背中を押すことが必要。

 患者が⾃⾝の症状に関⼼を持ち、不安や疑問を医師に聞くことができる雰囲気を
現場の実情やアンケート分析結果に基づき、患者に対する説明⽤資材を作成。
患者に対し、肝炎の認識、⾃⾝の症状、治療への不安や疑問に答え、治療は困難ではないことを
伝えることが⼤切。

出典：佐賀県データ利活⽤プロジェクトの調査・分析成果および平成27年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（肝炎等克服政策研究事業）
効果的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステム構築のための研究（佐賀分科会）



患者説明⽤リーフレットと連動した資材になっている。
年代や性別など、いろいろな「不安」「疑問」に対し、
各種情報を掲載しているので、患者のさまざまな
疑問への解消に利⽤できる。

✍ チェック
治療⽅法によっては、
「仕事」や「⽣活への影響」
が少ないことを伝える。

✍ チェック
今なら、「インターフェロン」 に
⽐べ、副作⽤が⼩さい薬が
選択肢できる」ことを伝える。

■アンケート分析からの⽰唆
（患者の不安に対応したリーフレットづくり）

出典：佐賀県データ利活⽤プロジェクトの調査・分析成果および平成27年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（肝炎等克服政策研究事業）
効果的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステム構築のための研究（佐賀分科会）



佐賀⼤学研究チームにより、今回の佐賀県の取り組みは全国へ展開

■その後の展開

出典：佐賀県データ利活⽤プロジェクトの調査・分析成果および平成27年度厚⽣労働科学研究費補助⾦（肝炎等克服政策研究事業）
効果的な肝炎ウイルス検査陽性者フォローアップシステム構築のための研究（佐賀分科会）



対象者を役割ごとに区分し、ケーススタディなど、
業務を想定した内容の研修を実施

■研修概要

2016/12/6 Saga Prefectural Government



■研修のしくみ
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2016/12/6 Saga Prefectural Government

業務に根付くよう、インターバル期間には、
各職場での課題をテーマにしたワークを設定

Ⅲ
(ケーススタディ)
データ収集(アンケート他)
統計分析⼿法(初級)
ツール操作(Excel他)

Ⅰ
(座学)

分析プロセス
（県庁内の分析事例紹

介）

Ⅱ
(ケーススタディ)
課題定義、仮説⽴案
KPI設定、優先順位付
データの⾒⽅、定義

インターバル
(宿題)

課題の掘り下げ
仮説の⽴案

県庁内のデータ活
⽤事例を⽤いながら、
分析の重要性を伝
える。

ケーススタディで設定
された課題の解決
策をグループで討議
し、打ち⼿を導く。

受講者⾃⾝の職場
の問題をテーマに、
課題の掘り下げ、仮
説の⽴案まで⾏う。

パソコンを⽤いて、
統計の基礎や分析
⼿法について演習を
⾏う。

2.５時間 5.５時間 約１か⽉間 5.５時間×2⽇

✤28年度は、「政策課」と「財政課」向けには、2⽇間の特別研修を実施



■受講実績（研修修了者）

※ 27年度受講者は、28年度の講対象外

27年度、28年度の２か年合計で200⼈が受講、
実務者を想定したケーススタディ研修は82名が修了している

Saga Prefectural Government



■研修の様⼦

外部の専門家を招いての講義

（講師：アクセンチュア株式会社）

グループワーク＆ＰＣ演習 ☞

Saga Prefectural Government



未受講者の⾃主学習や、受講者の復習で閲覧できるよう
職員向けポータルサイトに、e-learning教材を整備

■研修後のフォローアップ （学習ツールの整備）

← 職員向けポータルサイト

↓ 該当部分（職員であれば常時閲覧可）

パワーポイントに⾳声ファイルを貼り付け

Saga Prefectural Government



■研修の成果〜研修修了者（分析計画、責任者）のその後の取組事例から〜

○地域交流部 新幹線・地域交通課 ⾝近な移動⼿段確保推進室

１ 課題の定義、掘り下げ ２ アンケート設計 ３ アンケートの実施

アンケート調査の設計・構築にあたっては、仮説の洗い出しを⾏い、その仮説を
検証するための設計を⾏い、収集した調査票は、部下である分析実務者に引き継ぎ、
クラスター分析等にて解析を⾏い、ターゲット層の絞り込みや、そのターゲットご
とへの打ち⼿の検討を⾏った。

移動⼿段と交通に関するアンケート分析を⾏い、
ターゲットごとの打ち⼿を検討

Saga Prefectural Government



○ 健康福祉部 健康増進課 がん対策推進担当

■研修の成果〜研修修了者（分析実務者）のその後の取組事例から〜

２ その結果、佐賀県はⅠ期で⾒つかる
がんが少なく、Ⅲ期で⾒つかるがん
が多いことが判明

レディースデー検
診は、初回の受診
(⿊)が多い。

個別検診(⿊）は、
若いほど多い傾向
がある。

１ プロセスごとにデータによる検証
を実施

３ これまで⾏ってきた事業
の特性から、推進すべき
施策を特定した

関連データをプロセスごとに検証することで、
⼦宮がん死亡率が⾼い要因を特定し、打ち⼿を検討



成果指標の達成状況以外にも、明らかになった
課題に対しては要因分析を実施。

成果指標以外にも注⽬すべき
データがあれば記載。

成果指標の達成状況を確認するとともに、達成、
未達成の要因分析を実施。

■県庁内での仕組みづくり〜総合計画2015の策定とその評価〜

Saga Prefectural Government

総合計画2015の策定・評価で、データ分析の視点を導⼊した



■データ利活⽤の相談窓⼝の確⽴

【相談窓⼝】

統計分析課
加⼯分析担当

【⽀援】
外部専⾨家必要に

応じて⽀援県庁各課

・公的データの活⽤、案内
・統計的な解析⼿法
・アンケートの設計、構築 等

23
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統計分析課を、データ利活⽤を⾏うにあたっての
相談窓⼝として位置づけた

（アクセンチュア株式会社）



既にデータが存在するもの、必要なデータの特定・収集から始めるもの、の２つのパターン
を選定し、データ分析による課題の洗い出し、課題解決のための施策⽴案に取り組んだ。

役割ごとで区分し研修を実施。また、研修内容が業務に根付くよう、
インターバル期間に、各職場での課題をワークに組み込んだ。

総合計画の評価の仕組みに、データ分析の視点を導⼊。また、県全体の施策の企画・調整
を担当する政策課や予算査定を⾏う財政課の職員に対して、研修を実施。

特⻑

１
特⻑

２
特⻑

３
Saga Prefectural Government

先⾏テーマでの、データ分析による施策⽴案

体系的な⼈材育成の仕組み

組織内への浸透を狙った仕掛け

■佐賀県の取組の特⻑



■⽬指す姿
25

データに基づく課題解決・施策の企画・⽴案を推進します

Saga Prefectural Government

【問合せ先】 佐賀県総務部 統計分析課 加⼯分析担当
（☎0952-25-7037 ✉toukeibunseki@pref.saga.lg.jp）


